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現況と課題

(総合計画から現在
の問題点を抽出)

施策の対象と目的

(誰のために、何の
ために)

市民ニーズ

(反応、問合せ等)

06-01-15

評価年度

地方公務員法第42条に基づき、職員の福利厚生を図り、その能力が最大限に生かせるようにする。

内部管理部門だが、職員が健康でその持っている能力を業務に対して最大限に発揮できれば、コスト削
減につながり、市民サービスも向上する。

合併や、社会情勢の変化から、職員にかかるプレッシャーが増大し、ストレスを溜め込む職員が増え、
健康を害する職員が出ている。
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メンタルヘルスの充実が図れた。

その説明

１　目的達成度

新規に必要な事業・連携が必要な事業
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３　施策の有効性
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直接事業費（単位：千円）
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２　事業構成の適当性
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マーク
指標の説明
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職員健康診断

職員健康相談（メンタルヘルス）

体育大会などの保健事業

考えられる施策成果指標名
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健康診断の受診率

施策展開

(総合計画の施策部
分から、実施する施
策を抽出)

健全で自立したのまちづくり大項目（基本目標）

中項目（基本施策）
施策の体系

職員健康相談（メンタルヘルス）

施　策　名
（小項目）

その他事務管理（職員）
コード

簡素で効率的な行財政運営

事務事業
評価結果

Ａ ～ Ｅ

担当課長評価

細事業一覧表

表彰事務事業

厚生費補助事務事業

健康相談事務事業

健康診断委託事務事業

福利厚生事業

(5,130)

体育大会などの保健事業

職員健康診断

この施策に要した費用（人件費込、単位：千円）

備　前　市　施　策　評　価　シ　ー　ト

（平成17年度事業）

H１７

10,538

1 C
1,221

(高 ～ 低)

施策を構成する事務事業名

（　）はその人件費（単位：千円）
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市民意識
調査結果

施策名 調査年度 H18
重要だと思っている市民の割合
満足している市民の割合

H19 H20 H21 H22

今後の展開・
協働の可能性・
事業の見直し等
の担当への指示

職員衛生委員会より、庁舎内禁煙の答申が出てお
り、早い時期に、その対応が求められている。メ
ンタルヘルスをより充実させ、心の病での休職者
を未然に防ぐ。表彰事業については、記念品（旅
行券）の見直しをする。

健康相談(メンタルヘルス)のフィードバック
は可能ですか？
厚生事業の見直しは？

担当部長コメント
仕事（量・質）が増え、職員が削減されていく中で、事務の効率的な執行は勿論だが、
「心の病」に陥らないよう、メンタルヘルスのほか、職場全体で職員をフォローしていく
体制づくりを進める。

備前市総合計画の内容から記載する

⑤　施策成果指標の検討・設定（基本目標・基本施策・施策意図から検討する）

⑥　施策構成事務事業の評価

⑧　施策の評価

⑦　⑥以外で、目標達成に必要な新規事業及び連携させる他部署の事業


